
























狐の腹に、金の壺あり。中に仏舎利おはします。これをば院に進上す。額 白き玉 夜昼照らす玉なり。これをば三浦介取るなり 尾先に、二つの針有り。壹つは白し、壹つは赤し。これをば上総介取りて、赤針をば氏寺、淸隥寺に納むる。




























る。亀菊は院の寵愛により後鳥羽院領摂津国長江・倉橋両荘の領家職を与えられたが、鎌倉幕府から任命さ た地頭に年貢を抑留されたため、院に訴える。院は地頭の罷免を幕府に要求したが認められず、倒幕の意志を固くした。これが承久の乱 原因とされる。その亀菊が院の形見として仏舎利を与えられる記録が「東寺御 相伝次第
⑸
」にある。白拍子出身でもあった彼女は、性的な魅力で院に近


















































































と問う。 「生死涅槃」とは、生死流転の迷いと、 「涅槃」 （煩悩がなくなり悟りの智慧を完成した境地）の併称で る。煩悩即菩提、生死涅槃とい 考え方もあるが、煩悩を起こさずにすぐ菩提の念 起こすべきか 尋ねている。これに対して玉藻前は、






























言葉で表し、赤（＝母の経血）と白（＝父の精液）が結合することで託胎すると考えられていた。赤白 いう色は胎児を生み出す父母の精（性）の力を表しており、仏舎利や如意宝珠と同じように鳥羽院と玉藻前の性 示 いる ではないだろうか。
針そのものの意味を考えるに際しては、 「苧環型説話」との類似
性を視野に入れるべきであろう。毎夜通って女を妊娠させた男 正









河天皇が「平家追討の御祈り 為 九国の武士に召集の命を下 。院宣に従った緒方三郎惟義は、 「大蛇の末」である強い武士であった。惟義が「大蛇の末」である所以として次 ように語られ 。












行水をして装束を着し、庭上にひざまづき、三度拝し奉り、これを受け取り、拝見して、すなはち一門をもよほ 申しふるる。ことごとく馳せ集まって評定して曰 く、東国に武士多しといへども、身に当てて院宣を下さる 事、家の面目、これに如かじ。
と、 「院宣」を大変ありがたがり、名誉なこととしている。ここでの両介はあくまで院の統治下にあり、院と敵対はしていな 。そもそも武士は、上代から宮中を警固する役を担い、平安時代末期には天皇の武力 して組織され、その功により昇進していた。一方、天皇側は王朝国家財政に行き詰まり、武士の官職を売官していたう⒂
。つまり、天皇に国政を担うような政治的実権はなかったが、武


























覚寺統が交代で皇位に就く、天皇の王権が安泰とは言えない時期である。両 迭立の争い 激し なる中で、延慶元年
（一三〇八）
に




























































物を相続し、文庫を擁した家に伏見宮家がある。伏見宮家は持明院統の栄仁親王を初代とし、三代貞成親王が文庫の維持、収書 尽力した。貞成親王は学問に熱心であり、 『看聞日記』 はじめとする著作や物語の書写に積極的であった。また、蔵書の点検や散佚防止のため蔵書目録を作成しており、幸いに『看聞日記』 紙背文書して残されている。そのうちの「物語目録」に「玉藻物語一帖」が見られるのである
⒅
。伏見宮家は、初代から四代まで皇位継承から外























































































































大橋直義「仏舎利相承説と〈家〉―十三世紀の歴 叙述―」 （ 『日本文
学』五二号
　
二〇〇三年七月）に系譜がまとめられている。
⑻
　
注⑴美濃部論文、小松和彦『日本妖怪異聞録』 （小学館
　
一九九二年）
― ―132
など。
⑼
　
父伊予守藤原長実は受領であり、宮廷社会では一段低く見られていた。
『今鏡』上・すべらぎの下第三の「男山」には「いとやんごとなき際にはあらねど」とある。
⑽
　
阿部泰郎「宝珠と王権」 （岩波講座東洋思想
16『日本思想
2』岩波書
店
　
一九八九年）
⑾
　
注⑵の濱中論文では、如意輪観音（辰狐の化現）や鳥羽院が宝珠を
持っていたことが指摘され、中村禎里『狐の日本史
　
古代・中世篇』 （日
本エディタースクール出版部
　
二〇〇一年）では、ダキニ天が宝珠を
持っており、宝珠は仏舎利と同一視されるとある。
⑿
　
注⑾中村論文。
⒀
　
吉野裕子『狐
　
陰陽五行と稲荷信仰』 （法政大学出版局
　
一九八〇年）
⒁
　
三田村佳子「製鉄・鍛冶神事としての針供養―「コト八日」の一視点
―」 （ 『成城文芸』一五三号
　
一九九六年一月）
⒂
　
青山幹哉「中世武士における官職の受容―武士の適応と官職の変質
―」 （ 『日本歴史』五七七号
　
一九九六年六月） 、藤田佳希「王権から見
た武士―武士・将種・兵」 （ 『早稲田大学大学院文学研究科紀要』五九号　
二〇一四年二月）
⒃
　
橋本芳和「花園天皇の御学問」 （ 『政治経済史学』三七〇号
　
一九九七
年四月）
⒄
　
大島由紀夫「 『玉藻前』諸本をめぐって 二）―陽明文庫本を中心と
して―」 （ 『伝承文学研究』四一号
　
一九九三年三月）など。
⒅
　「看聞日記巻七応永廿八年正月―十二月紙背文書」 （圖書寮叢刊『看聞日記紙背文書・別記』養徳社
　
一九六五年） 。飯倉晴武『日本中世の政
治と史料』 （吉川弘文館
　
二〇〇三年）にも紹介される。
⒆
　
引用した大日本古記録には「重ネ書ノ為不明」とあるが、東京大学史
料編纂所の所蔵資料目録データベースのデジタル画像を確認するに
「藻」と読める可能性がある。⒇　
⒅に同じ。

　
三田村雅子「 〈記憶〉の中の源氏物語（
16）後花園天皇の王権回復」
（ 『新潮』一〇二号
　
二〇〇五年一〇月）

　
田川くに子「二つの妖狐譚―『妖婦伝』と『玉藻譚』について」 （ 『文
藝論叢』一四号
　
一九七八年三月）
引用文献『東宝記』 （東宝記刊行会
　
一九八二年）
『法華経鷲林拾葉鈔』三（臨川書店
　
一九九一年）
『溪嵐拾葉集』 （ 『大蔵経』大正一切経刊行舎
　
一九三一年）
『天台大師全集
　
魔訶止観㈣』 （日本仏書刊行会
　
一九六九年）
校註日本文学大系『源平盛衰記』下（国民国書株式会社
　
一九二六年）
新編日本古典 全集 平家物語
1』 （小学館
　
一九九四年）
日本古典文学大系『愚管抄』 （岩波書店
　
一九六七年）
宮内庁書陵部編・刊『花園天皇宸記』 （複製）巻十七、巻二十八（二〇〇
一年、二〇〇九年）
『慈鎮和尚夢想記』 （水上文義『台密思想形成の研究』春秋社
　
二〇〇八年）
圖書寮叢刊『看聞日記
　
七』 （明治書院
　
二〇一四年）
『實隆公記
　
巻一ノ上』 （群書類従完成会
　
一九三一年）
『言継卿記
　
巻四』 （太洋社
　
一九四一年）
大日本古記録『言経卿記
　
三』 （岩波書店
　
一九九一年）
